
14:00

14:00

11:30

14:00

14:00

14:00

14:00

14:00

14:00

14:00

11:30

14:00

14:00

14:00

11:30

14:00

14:00

28 土

27 金

天皇誕生日

身体測定（３歳児）

身体測定（４歳児）

田尻小学校見学会（５歳児）

22 日

水

23 月

24 火

25

26 木

節分（豆まき）

発表会予行練習（３～５歳児）

17 火

１号認定児代休

誕生会（３～５歳児）

6 金

7 土

8 日

9 月

10

15 日

生活発表会（３～５歳児）

木

16 月

18 水

身体測定（５歳児）、不審者避難訓練

幼小交流（５歳児）

21 土

19 木

20 金

3 火

2 月

1 日

14 土

火

11 水

12 木

身体測定（０～２歳児）

建国記念の日

プレ生活発表会（３～５歳児）

13 金

4 水

5

※防災避難訓練は、職員にも日程を伝えず不意に行います。

　暦の上では春がやってきますが、暖かい
春の日差しはまだ少し遠いようです。
　幼児クラスでは、各クラスで表現遊びを
存分に楽しんでいます。友達や保育者とイ
メージを共有しながらなりきって表現する
ことを楽しんだり、友達と協力するなど、
様々な経験を積み重ねています。
　乳児クラスでは、主体的に生活する中
で、好きな遊びを存分に楽しんでいます。

　子どもたちが心身ともに大きく成長する
この時期。子どもたちの育ちを支えられる
よう、一人ひとりの発達に応じた援助をし
ていきたいと思います。

エンゼルだより

０歳児

１歳児

２歳児

３歳児

４歳児

５歳児

　２ 月 の ね ら い

・保育者と一緒に身の回りのことをやってみようとする
・好きな遊びを十分に楽しむ

・生活や遊びの中で“友達と一緒”を喜び、楽しさを味わう
・保育者や友達と簡単な言葉でのやり取りを楽しむ

・保育者や友達と言葉のやり取りを楽しむ
・見通しをもって身の回りのことを自分でしようとする

・感じたことを言葉や動きで表現し、友達と関わって遊ぶことを楽しむ
・生活に見通しをもち、身の回りのことを自分でしようとする

・友達と表現したり、思いを伝え合ったりして、遊びを楽しむ
・さまざまな活動に興味をもち、自分なりの目当てをもって取り組む

・共通の目的に向かって友達と考えを出し合いながら協力し表現する楽しさを味わう　　　　　・
一人ひとりが自分の力を発揮し、意欲的に遊びに取り組む中で友達との繋がりを深めていく

たじりエンゼル

田尻町立認定こども園

2月　の　予定 １号認定
降園時間

日 曜日 行事・連絡事項

園から小学校に出かけます。

８時５０分までに登園してください。

新聞紙で作った豆で鬼を追い払います。

プログラムと観覧についての詳細（２次案内）は、

６日にお知らせします。

小学校の「おもちゃランド」に招待してもらっています。



　
　
　
　
　
　

　

　
　
　

 

 ★Angel Tweet　～つぶやき～★　

PC 携帯

園小中ホームページ

３月 ３日（火）ひなまつり

３月 ６日（金）お別れ会（３～５歳児）

３月１０日（火）お別れ遠足（５歳児）

※お弁当をお願いします

３月１７日（火）給食最終（５歳児１号認定児）

３月１９日（木）卒園式（５歳児）

３月２３日（月）給食最終（３・４歳児１号認定児）

３月１９日（水）卒園式（５歳児）

３月２４日（火）令和７年度修了式（３・４歳児）

ご協力お願いします

３月末は、新年度に向けての準備が本格的に始まり

ます。２・３号認定児の保育は行いますが、職員体制

や保育室の環境が大幅に変わります。

２８日（土）・３０日（月）・３１日（火）については、お仕

事の調整等が可能な方は、家庭での保育のご協力を

お願いします。

また、１号認定児の預かり保育は、２７日（金）までと

なります。

『言葉を豊かに育む』

年末には幼児、年明けには乳児の個人懇談会を実施しています。子どもの育ちをエンゼル職員と保護者

で振り返り、成長した場面を共有していただいたかと思います。そんな子どもの育ちの中で、「生活面の自

立」や「言葉面の育ち」はわかりやすい一面ではないでしょうか。

言語発達段階は、生後不快なときに本能的に泣くという「要求することを教える」ことからはじまります。

その後、快・不快で異なる声を出したり、認知の手段としての言葉（ワンワン＝いぬ）という言葉を知り、

「ゆっくり（歩こうね）」など行動をコントロールする手段としての言葉を理解したり、「だっこ（してほしい）」「お

ちゃのみたい」など自己表現の手段としての言葉や、コミュニケーションの手段としての言葉を獲得していき

ます。

この獲得には、まわりの大人のかかわりなしではありえません。

子どもからの発信に対して「〇〇だね」と言葉にならない思いを推測し、共感しながら応答する。伝えたい

ものや活動を『一緒に見つめる』ことが不可欠です。『生活経験』の中で、大好きな大人がしっかりかかわる

ことで言葉を獲得していく育ちを、今後も見守っていきたいですね。

幼児になると、友達同士のおしゃべりが楽しくなります。「○○だね」「うん」「△しようよ」など言葉を介して

物事を共有することで友達とのつながりを感じていきます。時には、相手を傷つける言葉を発してしまうこと

がありますが、その度に言葉の意味や気持ちに触れることで、やりとりの仕方を学んでいきます。それも成

長の過程ととらえていきたいものです。


